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美しい朝日に照らされる明石海峡。先人から受け継いだ豊かな海は明石の宝物です。
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
６
月
議
会
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
修
正

可
決
し
た
ほ
か
、
明
石
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
調
停

の
成
立
の
こ
と
な
ど
、
議
案
19
件
を
可
決
・
同
意
、
報
告
５
件
を
了
承
、

請
願
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

６ 月 議 会６ 月 議 会
第１回定例会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　 

拙
速
す
ぎ
る
明
商
の
福
祉
科
棟
設
置

整
備
費
を
削
除
す
る
修
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

　
６
月
29
日
の
本
会
議
で
は
、

明
石
商
業
高
校
福
祉
科
棟
の

整
備
事
業
費
を
削
除
す
る
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
の
修
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
市
は
、
将
来
の
福
祉
ニ 

ー
ズ
の
増
加
に
対
応
で
き

る
人
材
を
確
保
・
育
成
す

る
た
め
、
明
石
商
業
高
校

に
卒
業
時
、
介
護
福
祉
士

の
受
験
資
格
が
取
得
で
き

る
福
祉
科
を
令
和
５
年
４

月
に
開
設
す
る
た
め
の
予

　
６
月
29
日
の
本
会
議
で
は
、

Ｊ
Ｔ
跡
地
北
側
に
隣
接
す
る

土
地
の
賃
借
権
の
確
認
を
求

め
て
い
た
調
停
の
成
立
と
当

該
土
地
の
取
得
費
用
お
よ
び

歩
道
整
備
費
な
ど
を
含
む
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
跡
地
北
側
と
市
道
大

久
保
４
１
８
号
線
と
の
間
に

あ
る
土
地
の
う
ち
、
西
側
部

分
の
認
可
保
育
所
に
隣
接
す

る
土
地
は
、
市
が
利
用
者
の

進
入
経
路
と
し
て
平
成
30
年

度
か
ら
賃
借
し
て
い
ま
し
た

が
、
土
地
所
有
者
と
賃
借
権

の
存
否
に
つ
い
て
争
い
が
生

じ
た
た
め
、
民
事
調
停
を
申

し
立
て
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
裁
判
所
か
ら
解
決
策

と
し
て
、
東
側
部
分
を
含
む

土
地
全
体
を
売
買
す
る
提
案

が
あ
り
、
評
価
金
額
と
し
て

１
億
６
８
１
４
万
円
が
双
方

に
提
示
さ
れ
、本
市
は
、

こ
の
条
件
を
了
承
し
、

本
調
停
を
成
立
さ
せ
る

こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
を
行
っ
た
総
務

常
任
委
員
会
で
は
委
員

か
ら
、
調
停
案
の
金
額

は
路
線
価
を
参
考
に
し

た
も
の
よ
り
高
額
で
あ

る
が
、
市
は
こ
の
内
容

を
妥
当
と
考
え
て
い
る

の
か
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
金
額
は
裁
判

所
が
中
立
的
な
立
場
で
、
当

該
土
地
の
価
値
の
上
昇
も
考

慮
し
、
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
土
地
全
体
を
取
得
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
が
保
有
す

る
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
安
定
的
な
土

地
利
用
が
可
能
と
な
る
た
め
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
妥
当
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

算
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
審
査
を
行
っ
た
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
、
福
祉
人

材
を
確
保
す
る
必
要
性
は
高

く
、
早
急
に
準
備
を
進
め
る

べ
き
と
の
賛
成
意
見
が
あ
る

一
方
、
福
祉
科
の
設
置
に
反

対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

教
員
確
保
や
定
員
数
も
確
定

し
て
い
な
い
状
況
で
施
設
整

備
に
踏
み
切
る
の
は
拙
速
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
県
内
の

福
祉
科
を
設
置
し
て
い
る
他

校
の
今
年
の
志
願
者
数
が
全

て
定
員
に
満
た
な
い
状
況
の

中
、
同
科
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と

し
て
、
５
人
の
委
員
か
ら
、

福
祉
科
棟
整
備
費
と
し
て
計

上
さ
れ
た
総
額
５
億
７
４
４

０
万
円
を
削
除
す
る
修
正
案

の
提
案
が
あ
り
、
こ
の
修
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
同
補
正
予
算
に
お

け
る
修
正
部
分
以
外
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
、
児
童
相
談
所
の

支
援
対
象
児
童
の
見
守
り
強

化
等
に
係
る
事
業
費
、
明
石

商
業
高
校
の
低
所
得
世
帯
へ

の
貸
出
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

整
備
費
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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ＪＴ跡地北側の民有地
調停成立により土地取得へ

評価額は約１億７千万円

土地取得に伴い東側の歩道も整備

教員確保や定員数は未定



2021年（令和３年）７月25日　　（2）第253号 あ か し 市 議 会 だ よ り

６月14日・15日・16日
三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①泉市長の政令市移行を目指す発言　②工場立地法
に基づく緑地面積率の緩和　③第41回全国豊かな海
づくり大会兵庫大会　④コロナ禍におけるごみ処理の
諸問題
梅　田　宏　希（公明党）
①新型コロナウイルスワクチン接種　②新型コロナウ
イルス禍の諸課題
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①新型コロナウイルスワクチン接種事業　②大久保駅
南地区ＪＴ跡地の開発計画　③新型コロナ禍の教育現
場において子供たちがのびのびと学校生活を送ること
ができる環境整備　④不妊治療にかかる費用の助成
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①本市のおむつ事業  ②給食運営事業費　③社会貢献
活動の推進
尾　倉　あき子（公明党）
①緊急事態宣言再延長に伴う地域経済への影響と支
援　②マイナンバーカードの交付状況と今後の取組
吉　田　秀　夫（明石かがやきネット）
①本市の人事行政　②本市の人口動態　③コロナ禍
で困窮する子供・保護者への支援　④新型コロナウイ
ルス感染症対策
灰　野　修　平（自民党 真誠会）
①コロナ禍における市政の現状と影響及び今後の対
策　②学校での防災教育
佐々木　　　敏（公明党）
①ＧＩＧＡスクール構想による電磁波被ばくとブルー
ライト対策　②他の自治体の優れた施策を学び実行を
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①学校給食と市民の食を支える持続可能な農業の促進
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①コロナ禍における選挙　②新型コロナウイルス感染
症に関する国の支援策の広報
松　井　久美子（公明党）
①コロナ禍における高齢者の健康維持と健康長寿社
会の構築を　②生理用品サポート事業「きんもくせい
プロジェクト」　③ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
推進に向けた取組
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①コロナショック下での明石ブランドへの支援　②海
岸・沿岸の保全と活用　
飯　田　伸　子（公明党）
①アスベストによる健康被害者の救済に向けた本市の
取組
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①新型コロナウイルス感染症あかし支え合い基金　
②こどもを核としたまちづくりを行ってきた泉市長の
家族観　③兵庫県知事選挙立候補予定者に対する公
開質問状
楠　本　美　紀（日本共産党）
①生理の貧困　②子供たちが安心して過ごせる保育
所に　③新型コロナ感染症ワクチン接種
森　　　勝　子（維新の会）
①コロナ禍における泉市長の言動　②西明石駅の再
整備　③動物殺処分ゼロへ向けた取組　
家根谷　敦　子（スマイル会）
①障害者へのさらなる支援
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①福祉事業所における人材の確保及び育成　②公共
工事の施工時期の平準化
丸　谷　聡　子（かけはしＳＤＧｓ）
①大久保北部の里山をはじめとする明石の緑のあり方
②重層的支援体制整備事業　③ヤングケアラーへの
支援　④新型コロナワクチン接種のリスク管理
辻　本　達　也（日本共産党）
①明石市「有言実行」プラン　②明石クリーンセンタ
ーの管理・運営　③スクールガード　④水防体制とワ
クチン接種
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と福祉の充実　②「安全
なまち明石」の実現のための危機管理　③地球にやさ
しい取組
６月16日
辻　本　達　也（日本共産党）
①議案第67号　調停の成立のこと

　
６
月
14
日
、15
日
、16
日
の

本
会
議
で
は
、
21
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
16
日
に
は
追
加
提
案

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
本
会
議

の
録
画
映
像
が
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
工
場
立
地
法
に
基
づ
く

緑
地
面
積
率
の
緩
和
に
つ

い
て
、
現
状
と
今
後
の
取

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
伴
う
職
員

の
異
動
に
よ
り
、
通
常
業

務
や
各
種
計
画
の
策
定
に

影
響
が
出
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
安
全

か
つ
確
実
に
実
施
す
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対

策
室
に
４
人
が
異
動
、
22

人
が
事
務
に
従
事
し
、
各

集
団
接
種
会
場
に
は
他
部

署
か
ら
約
20
人
が
従
事
し

て
い
る
。
多
く
の
正
規
職

員
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

わ
る
た
め
、
通
常
業
務
は
、

市
民
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
る
。
市
民

生
活
に
直
結
す
る
上
下
水

道
や
ご
み
収
集
、
各
種
窓

口
業
務
な
ど
は
体
制
を
堅

持
し
、
各
種
計
画
の
策
定

な
ど
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
更
や
見
直
し
を
行
う

予
定
だ
。

	

　
今
後
は
、
集
団
接
種
業

務
へ
の
民
間
委
託
の
拡
大

や
臨
時
職
員
に
置
き
換
え

る
こ
と
に
よ
り
、
正
規
職

員
を
各
所
属
に
復
帰
さ
せ
、

通
常
業
務
へ
の
影
響
を
早

期
に
解
消
さ
せ
た
い
。

り
組
み
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、学
識
経
験
者
、

経
済
団
体
、
環
境
団
体
、

市
民
・
地
域
の
代
表
で
構

成
す
る
明
石
市
工
場
緑
地

の
あ
り
方
検
討
会

を
設
置
し
、
緑
地

面
積
率
の
緩
和
に

よ
る
効
果
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
防

災
面
な
ど
、
緑
地

の
持
つ
多
面
的
な

機
能
に
加
え
、
企

業
に
よ
る
地
域
貢

献
の
取
り
組
み
な

ど
、
幅
広
い
視
点

か
ら
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

	
　
ま
た
、
工
場
の
緑
地
に

つ
い
て
行
っ
た
市
民
意
見

募
集
で
は
、
生
活
環
境
へ

の
影
響
を
懸
念
し
て
緩
和

に
反
対
す
る
意
見
や
、
生

産
効
率
の
向
上
に
向
け
た

工
場
の
建
て
替
え
等
を
進

め
る
た
め
早
期
の
緩
和
を

求
め
る
意
見
な
ど
、
約
６ 

０
０
件
の
意
見
が
あ
っ
た
。

	

　
今
後
は
、
市
民
意
見
を

踏
ま
え
た
上
で
、
丁
寧
か

つ
十
分
な
議
論
を
行
い
、

９
月
議
会
へ
の
条
例
提
案

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き

た
い
。

工場緑地面積率の緩和
検討会開催と市民意見募集
早期の条例提案を目指す
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問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
あ
か
し
支
え
合
い

基
金
に
積
み
立
て
る
と
し

て
募
集
し
た
寄
付
金
が
積

み
立
て
ら
れ
ず
に
活
用
さ

れ
た
。
事
前
に
議
会
と
協

問　
県
知
事
選
挙
投
票
所
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

入
院
や
自
宅
等
で
療
養
し

て
い
る
人
へ
の
投
票
機
会

の
確
保
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
投
票
所
で
は
、
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
や
飛ひ

沫ま
つ
防
止

シ
ー
ト
を
設
置
し
、
記
載

台
や
筆
記
用
具
の
定
期
的

な
消
毒
と
換
気
を
行
う
。

ま
た
、
投
票
日
当
日
の
混

雑
を
回
避
す
る
た
め
、
期

日
前
投
票
所
を
市
内
７
カ

所
に
開
設
し
、
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
有

権
者
に
対
し
て
期
日
前
投

票
の
積
極
的
な
利
用
を
呼

び
掛
け
る
。

	

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
自
宅
等
で
療

養
す
る
人
の
郵
便
投
票
を

認
め
る
法
律
が
成
立
す
る

と
、
こ
の
た
び
の
県
知
事

選
挙
か
ら
の
適
用
と
な
る
。

そ
の
際
に
は
感
染
者
の
投

票
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。　

	
  

ま
ず
は
有
権
者
が
安
心

し
て
投
票
で
き
る
環
境
を

整
え
、
投
票
率
の
向
上
に

つ
な
げ
た
い
。

問　
政
令
市
へ
の
移
行
や
さ

ら
に
県
か
ら
の
権
限
移
譲

を
求
め
る
本
市
の
目
的
は
。

答　
平
成
30
年
の
中
核
市
移

行
に
伴
い
本
市
で
は
、
保

健
所
や
動
物
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
な
ど
、
す
で
に
政
令

市
に
近
い
業
務
を
行
っ
て

年
度
の
収
入
を
同
年
度
中

に
活
用
す
る
場
合
は
通
常
、

積
み
立
て
は
行
わ
な
い
。

積
み
立
て
る
と
、
基
金
を

取
り
崩
す
予
算
の
議
決
が

必
要
と
な
る
。
な
お
、
令

和
２
年
度
中
の
寄
付
金
総

額
は
、
１
億
８
１
３
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

１
億
２
千
万
円
を
同
年
度

に
行
っ
た
医
療
体
制
の
充

議
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

答　
自
治
体
の
財
政
制
度
上
、

基
金
と
は
当
年
度
の
収
入

の
一
部
を
次
年
度
以
降
の

財
源
と
す
る
場
合
に
積
み

立
て
る
制
度
で
あ
り
、
当

実
や
市
民
生
活
の
支
援
、

感
染
拡
大
の
防
止
等
の
事

業
に
活
用
し
、
残
り
の
６

１
３
０
万
円
は
３
年
３
月

末
に
基
金
に
積
み
立
て
、

３
年
度
以
降
の
コ
ロ
ナ
対

策
事
業
の
財
源
と
し
た
。

	

　
今
後
の
基
金
の
積
み
立

て
と
活
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
議
会
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

あ
か
し
支
え
合
い
基
金

１
億
２
千
万
円
を
コ
ロ
ナ
関
連
支
援
に

十
分
な
協
議
な
く
積
み
立
て
前
に
活
用

各
種
計
画
の
策
定
に
遅
れ

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
職
員
配
置
が
影
響

民
間
委
託
拡
大
や
臨
時
職
員
を
配
置

コ
ロ
ナ
禍
の
選
挙

期
日
前
投
票
を
Ｐ
Ｒ

混
雑
を
回
避

い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
権
限
を
持
つ
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
政
令
市
へ
の
移
行
は

法
改
正
が
必
要
な
た
め
、

ま
ず
は
県
に
医
療
と
教
育

に
関
す
る
権
限
移
譲
を
求

め
て
い
る
。　

	

　
権
限
が
移
譲
さ

れ
た
場
合
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
医
療
体

制
を
充
実
さ
せ
る

ほ
か
、
障
害
者
や

高
齢
者
に
対
す
る

医
療
的
ケ
ア
を
手

厚
く
し
た
い
。

	

　
教
育
面
で
は
、

教
職
員
の
人
事
権

を
持
つ
こ
と
で
、
子
ど
も

に
と
っ
て
よ
り
望
ま
し
い

質
の
高
い
教
員
の
採
用
が

可
能
に
な
る
。
少
人
数
学

級
を
進
め
て
い
く
上
で
、

さ
ら
に
子
ど
も
に
寄
り
添 

っ
た
教
育
の
提
供
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

昨年12月に設置された検討会

政令市への移行

まずは医療や教育の権限を

市民サービスの充実へ

市民のためにさらなる権限を
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問　
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で

あ
る
大
久
保
北
部
の
里
山

の
利
活
用
や
工
場
緑
地
な

ど
、
市
全
体
の
緑
の
在
り

方
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

聞
く
。

答　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
か

ら
、
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
延

伸
事
業
の
工
事
で

発
生
す
る
土
砂
の

大
久
保
北
部
遊
休

地
へ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
提
案
が

あ
っ
た
が
、
同
社

の
土
砂
搬
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
市
の

環
境
調
査
等
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と

か
ら
提
案
は
取
り

下
げ
ら
れ
た
。
そ

問　
本
市
に
お
け
る
海
岸
利

活
用
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
見
合
わ
せ
て
い
る
が
、

大
蔵
海
岸
西
地
区
に
整
備

し
た
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

を
適
切
な
時
期
に
開
設
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

問　
本
市
職
員
の
定
年
は
条

例
で
60
歳
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
10
人
の
職

員
の
定
年
を
延
長
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答　
条
例
で
は
、
職
務
が
高

度
の
知
識
や
技
能
ま
た
は

経
験
を
必
要
と
す
る
も
の

で
、
職
員
の
退
職
に
よ
り

公
務
の
運
営
に

著
し
い
支
障
が

生
ず
る
場
合
は
、

引
き
続
き
職
員

を
勤
務
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る

と
規
定
し
て
い

る
。
職
員
の
定

年
延
長
は
、
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
市

民
の
命
と
健
康

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
本

市
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
の
推
進
に
当
た
り
、
そ

の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

行
政
運
営
に
生
か
す
た
め

で
あ
る
。

	

　
ま
た
、
今
年
６
月
に
は

国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員
の
定
年
を
引
き
上

げ
る
た
め
の
法
案
が
成
立

し
、
定
年
が
65
歳
ま
で
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

60
歳
を
超
え
る
職
員
の
活

躍
の
推
進
は
、
民
間
企
業

も
含
め
た
時
代
の
流
れ
で

あ
り
、
組
織
運
営
と
職
員

本
人
に
有
益
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
と
同
様
に
定
年

を
引
き
上
げ
て
い
く
。

問　
旧
優
生
保
護
法
の
被
害

者
へ
の
国
に
よ
る
救
済
は

不
十
分
で
あ
る
。
市
独
自

の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答　
平
成
８
年
に
改
正
さ
れ

る
ま
で
56
年
間
、
約
２
万

５
千
人
の
障
害
者
は
、
優

生
保
護
法
に
よ
る
強
制
的

な
不
妊
手
術
や
中
絶
手
術

を
受
け
、
子
ど
も
を
産
み

	

育
て
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
。

	

　
国
は
31
年
４
月
に
、
旧

優
生
保
護
法
の
被
害
者
に

対
し
て
一
時
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
を
制
定
し

た
が
、
対
象
者
は
手
術
を

受
け
た
本
人
に
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
被
害
者
の

多
く
は
障
害
や
高
齢
の
た

め
、
申
請
に
必
要
な
書
類

を
用
意
で
き
な
い
な
ど
の

課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

	

　
本
市
は
、30
年
６
月
に
、

あ
か
し
保
健
所
や
明
石
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
明
石

市
障
害
当
事
者
等
団
体
連

絡
協
議
会
（
Ａあ

Ｓす

Ｋく

）
等

に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
る
。
今
後
は
、
現
行
の

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
条
例
を
参
考
に
、

国
の
一
時
金
支
給
を
受
け

ら
れ
な
い
人
へ
の
支
援
や

条
例
制
定
な
ど
、
被
害
者

に
寄
り
添
う
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

西
部
海
岸
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
し
て
県
と
市

が
連
携
し
、
活
用
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
県

が
舗
装
修
繕
や
サ
イ
ク
リ

ス
ト
向
け
の
案
内
看
板
を

設
置
し
、
市
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
沿
い
の
休
憩

施
設
に
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

を
設
置
す
る
。
な

お
、
来
年
開
催
予

定
の
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
兵

庫
大
会
に
向
け
、

本
市
の
海
辺
を
一

層
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

	

　
海
岸
は
、
３
密

を
回
避
し
や
す
い

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

や
収
束
後
も
レ
ジ 

ャ
ー
の
場
と
し
て

有
効
活
用
で
き
る

の
一
方
で
、
同
事
業
に
必

要
と
な
る
側
道
や
迂う

回か
い
路ろ

の
整
備
は
行
わ
れ
る
た
め
、

遊
休
地
へ
の
道
路
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
遊
休
地
の
利
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

	

　
ま
た
、
工
場
緑
地
の
在

り
方
は
、
検
討
会
で
議
論

し
、
市
民
意
見
も
募
集
し

て
い
る
が
、
今
後
の
検
討

会
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
調
整
す
る
。
本
市
の

問　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健

康
被
害
救
済
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
し
、

疾
患
を
発
症
す
る
ま
で
の

潜
伏
期
間
は
20
年
か
ら
40

年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本

市
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
後
、
が
れ
き
処
理
に

携
わ
っ
た
人
も
多
く
、
今

後
、
健
康
被
害
は
増
加
す

る
と
思
わ
れ
る
。
既
存
の

支
援
制
度
で
は
、
被
害
者

の
職
種
や
ア
ス
ベ
ス
ト
吸

入
の
経
緯
な
ど
に
よ
り
利

用
で
き
る
制
度
や
補
償
内

容
が
異
な
る
た
め
、
支
援

が
迅
速
に
行
き
届
か
な
い
。

	

　
そ
の
た
め
本
市
で
は
、

あ
か
し
保
健
所
の
保
健
師

等
に
よ
る
健
康
相
談
に
加

え
、
市
民
相
談
室
に
弁
護

士
職
員
を
中
心
と
し
た
新

た
な
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

よ
り
相
談
し
や
す
い
体
制

を
整
え
る
。
ま
た
、
潜
伏

期
間
が
長
く
、
自
分
で
は

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
に
気

付
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、

医
療
機
関
と
協
力
し
、
当

該
疾
患
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
と
す
る
人

に
必
要
な
支
援
が
行
き
届

く
よ
う
、
条
例
制
定
も
検

討
し
て
い
く
。

緑
の
在
り
方
は
、
都
市
の

利
便
性
と
自
然
環
境
の
両

立
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
量
だ
け
で
な
く
質
も

考
慮
し
、
緑
地
や
公
園
の

整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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F
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大
久
保
北
部
遊
休
地
の
利
活
用

　
環
境
調
査
を
行
い
な
が
ら
検
討

旧
優
生
保
護
法
の
被
害
者
救
済

　
　
国
の
支
援
策
で
は
不
十
分

　
市
独
自
の
支
援
を
検
討

利便性向上と環境保護の両立が重要

明石が誇る海岸
利用マナーの改善と

有効活用の両面に注力

知識と経験生かすため

市条例の特例で

職員10人が定年延長

段階的に定年を引き上げ予定

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

相
談
窓
口
を
開
設

条
例
制
定
も
検
討

が
、
ご
み
の
放
置
や
騒
音

な
ど
利
用
マ
ナ
ー
の
改
善

と
周
知
が
課
題
で
あ
る
。

	

　
今
後
は
海
岸
の
利
活
用

の
推
進
と
と
も
に
、
啓
発

活
動
な
ど
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
っ
て
い
く
。

大蔵海岸に開設予定の自然観察ゾーン

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
と
の
交
流
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
日
常
生
活
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
、

マ
ス
ク
で
物
理
的
に
も
息
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
い

つ
ま
で
こ
ん
な
生
活
が
続
く
の
か
と
気
が
め
い
り
ま

す
が
、
大
人
で
さ
え
も
こ
う
な
の
に
、
子
ど
も
の
心

は
ど
う
な
の
か
と
案
じ
ま
す
。

　

人
は
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
心
が
磨
か
れ
、
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
で
は
な
い
誰
か
の
存
在
が

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
学
校
園
の
一
斉
休
校
や
行
事
の
中
止
・
縮
小

な
ど
、
子
ど
も
の
経
験
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
た
び

に
、
ま
た
そ
れ
を
「
仕
方
な
い
」
と
子
ど
も
が
受
け

入
れ
る
姿
を
見
る
た
び
に
胸
が
痛
む
思
い
で
し
た
。

そ
し
て
一
番
怖
い
の
は
「
仕
方
な
い
」
と
思
考
停
止

し
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
も
。

　

失
わ
れ
た
子
ど
も
の
機
会
を
ど
う
補
う
か
。
今
後

出
て
き
う
る
影
響
に
対
し
て
の
手
立
て
を
私
た
ち
大

人
は
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
寄
付
行
為
等
の
禁
止
に
つ
い
て

議
員
の

　
※
時
候
の
あ
い
さ
つ
状　

　
※
中
元
や
歳
暮

　
※
祭
り
や
会
合
へ
の
寄
付

な
ど
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

永年在職表彰など受賞

　
５
月
26
日
の
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
４
人
の
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
市
政
発
展
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　議
員
在
職
10
年
以
上
表
彰

　
　
楠
本
　
美
紀
　
議
員
　

　
　
榎
本
　
和
夫
　
議
員

　
　
寺
井
　
吉
広
　
議
員

　
　
宮
坂
　
祐
太
　
議
員

　
ま
た
、
５
月
３
日
に
穐
原
成
人
議
員
が
兵
庫
県

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
尽
く
し

た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。
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問　
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
、
そ
の
他
の
市
民

と
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

今
後
の
予
定
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
す
る
人
に
は
、

９
月
末
ま
で
に
２
回
の
接

種
を
終
え
る
計
画
で
あ
る

（
６
月
時
点
）。
課
題
は
ワ

ク
チ
ン
が
届
く
か
ど
う
か

で
あ
り
、
接
種
計
画
に
合

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
の
健
康
維
持
と
、
デ 

ー
タ
を
活
用
し
た
健
康
長

寿
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
聞
く
。

答　
本
市
が
昨
年
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
電

話
相
談
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
社
会
的
孤

立
の
防
止
や
介
護
予

防
、
認
知
症
対
策
の

必
要
性
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
も
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
へ
の
支
援
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
の

啓
発
な
ど
、
健
康
維

問　
自
然
学
校
と
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
応
じ
た
生
き

る
力
を
育
む
活
動
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答　
自
然
学
校
は
、
自
ら
考

え
判
断
し
、
行
動
す
る
な

ど
、
生
き
る
力
を
育
成
す

る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
１
泊
２
日
と
日

帰
り
３
日
の
計
５
日
間
で
、

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る

市
の
認
識
と
環
境
整
備
に

つ
い
て
問
う
。

答　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
加
入
団

体
だ
が
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
懸
け
橋
と
し
て
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

関
し
、
長
年
に
わ
た
る
実

績
が
あ
り
、
そ
の
活
動
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
し
か

	

し
な
が
ら
、
平
日
に
活
動

し
に
く
い
共
働
き
家
庭
が

増
加
す
る
中
、
強
制
的
に

役
員
を
割
り
当
て
ら
れ
る

こ
と
や
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
な
ど
が
課
題
と
な 

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

明
石
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

入
会
申
込
書
や
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
の
適
正
化
な

ど
に
関
す
る
指
針
を
策
定

し
、
活
動
内
容
の
見
直
し

や
組
織
体
制
の
ス
リ
ム
化

を
図
っ
て
い
る
。今
後
は
、

子
育
て
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
で
も
休
暇
が
取
り
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
だ
。

か
ま
ど
を
組
む
野
外
炊
事

体
験
や
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど

を
行
う
。

	

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
は
、
他
者
と
の
協
力
・

協
働
を
通
じ
て
社
会
に
参

画
す
る
態
度
や
問
題
解
決

能
力
を
育
成
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、
職
場
体
験
だ
け
で
な

く
絵
画
や
音
楽
、
郷
土
芸

能
な
ど
の
文
化
・
芸
術
創

作
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
。

	

　
両
事
業
と
も
普
段
の
学

校
生
活
で
は
体
験
で
き
な

い
活
動
と
な
る
よ
う
各
校

で
創
意
工
夫
し
て
い
く
。

持
や
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
も
居
場
所
づ
く
り
や
地

域
活
動
へ
の
参
加
支
援
、

認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
の
拡
充
な
ど
、
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

	

　
ま
た
、
庁
内
で
横
断
的

に
医
療
・
介
護
の
デ
ー
タ

を
分
析
、
活
用
で
き
る
よ

う
４
月
か
ら
体
制
を
整
備

し
、
保
健
事
業
と
介
護
予

防
事
業
の
一
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
高
齢
者
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
、
デ
ー
タ

等
を
活
用
し
効
果
的
な
施

策
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
有
機
食
材
を
使
っ
た
オ 

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
は
、
費

用
面
な
ど
の
課
題
も
あ
る

が
、
子
ど
も
の
食
の
安
全

や
循
環
型
社
会
の
観
点
か

ら
も
段
階
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
学
校
給
食
は
、
大
量
の

食
材
を
安
定
し
て
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
使
う
場

問　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
受
け
、
市
内
の

小
中
養
護
学
校
に
無
線
Ｌ 

Ａ
Ｎ
設
備
と
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

し
た
。
子
ど
も
へ
の
影
響

が
大
き
い
と
言
わ
れ
る
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
対
策
と
電
磁

波
被
ば
く
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
で
は
、
国
の
技
術

基
準
適
合
証
明
を
受
け
た

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
を
採
用

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
軽
減
す

る
画
面
保
護
シ
ー
ト
を
貼

付
し
て
い
る
。　

	

　
電
磁
波
過
敏
症
に
つ
い

て
は
、
明
確
な
診
断
基
準

は
な
い
も
の
の
、
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
は
、
学
校

と
協
議
し
個
別
の
対
応
を

検
討
す
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
長
時
間
の
利
用
は
、

	

健
康
面
や
教
育
上
の
観
点

か
ら
望
ま
し
く
な
い
た
め
、

授
業
等
で
情
報
リ
テ
ラ
シ 

ー
の
教
育
を
進
め
、
保
護

者
に
も
周
知
を
図
り
、
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
の
一

助
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

合
、
通
常
の
食
材
よ
り
価

格
が
高
い
こ
と
や
量
の
確

保
が
課
題
と
な
る
。
さ
ら

に
、
市
内
に
は
有
機
農
業

に
取
り
組
む
農
家
が
な
く
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
導

入
す
る
と
明
石
産
の
農
作

物
が
使
え
な
く
な
る
。

	

　
学
校
給
食
費
は
、
過
度

の
負
担
は
抑
制
す
べ
き
だ

が
、
野
菜
価
格
の
高
騰
な

ど
も
あ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
食

の
安
全
意
識
が
高
ま
っ
て

お
り
、
学
校
給
食
に
は
安

全
性
を
発
信
す
る
役
割
も

あ
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
る
の
か
他
市
の
事
例
も

参
考
に
検
討
し
た
い
。

わ
せ
た
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

の
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
国
や

県
へ
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

	
　
ま
た
、
よ
り
早
く
、
よ

り
丁
寧
に
進
め
る
こ
と
を

念
頭
に
、
認
知
症
の
人
に

は
接
種
の
同
行
支
援
を
行

い
、
障
害
の
あ
る
人
に
は

専
用
の
接
種
会
場
を
市
民

病
院
内
に
開
設
す
る
予
定

だ
。

	

　
こ
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
い
じ
め
を
禁
止
す
る

た
め
、
３
月
に
制
定
し
た

コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
差
別

を
禁
止
す
る
条
例
に
追
加

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
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集団接種会場（あかし市民広場）

市のHPでオリジナル体操を配信

画面には保護シートを貼付

市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画

　

  
認
知
症
や
障
害
者
に
も
対
応

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
懸
け
橋

　
保
護
者
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を

コロナ禍の健康維持
高齢者支援を推進

医療介護データも活用

進むＩＣＴ教育
電磁波被ばくとブルーライト

子どもたちへの対策は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

　
食
材
確
保
と

　
費
用
面
に
課
題

コ
ロ
ナ
禍
で
も

生
き
る
力
を
育
む

　
　
　
体
験
教
育

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
す
る
た
め
の
２
０
２
２
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願

〇
幼
小
中
学
校
給
食
の
無
添
加
を
目
指
す
請
願

　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を

　
国
は
、
地
方
教
育
行
政
の
実
情
を
十
分
に
認
識
し
、

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
、
次

の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
　
中
学
校
・
高
校
で
の
35
人
学
級
の
早
急
な
実
施
と
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現

す
る
た
め
、
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
　
自
治
体
で
国
の
標
準
を
下
回
る
「
学
級
編
制
基
準

の
弾
力
的
運
用
」
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
加
配
の
削

減
は
行
わ
な
い
こ
と
。

４
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る

た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を

堅
持
す
る
こ
と
。

令和２年度の政務活動費
収支報告書・領収書等が閲覧できます

　公文書公開請求をしなくても政務活動費の収支報告書・
領収書等の閲覧ができます。
　令和２年度分（令和２年４月～３年３月）が新たに閲覧
の対象となります。
　なお、閲覧できるのは平成28年４月分からです。

閲覧開始日
　８月２日（月）
閲覧時間
　午前８時55分～午後５時40分（閉庁日を除く）
閲覧場所・問い合わせ先
　議会局総務課（市役所議会棟３階）
　TEL：911-2600　　FAX：918-5112
　メール：gikai@city.akashi.lg.jp
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問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
を
聞
く
。
ま

た
、
申
請
者
の
増
加
に
伴

い
、
交
付
窓
口
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請

者
は
、
今
年
５

月
末
で
市
民
全

体
の
約
43
％
に

当
た
る
約
13
万

	

１
千
人
で
あ
り
、

	

そ
の
う
ち
カ
ー

ド
を
交
付
し
た

の
は
約
８
万
８

千
人
と
な
っ
て

い
る
。

	

　
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
た
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
受
け
、

問　
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

明
石
ま
ち
ね
こ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
容
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
去

勢
・
不
妊
手
術
を
受
け
さ

せ
る
市
民
や
自
治
会
等
に

対
し
て
、
手
術
費
用
の
一

部
助
成
や
、
登
録
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
協
力
体
制

の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

	

　
今
年
度
か
ら
は
、
明
石

ま
ち
ね
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
ま
ず
は
モ
デ
ル

地
域
の
選
定
を
行
い
、
自

治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
は
獣
医
師

会
や
関
係
団
体
等

か
ら
の
協
力
を
受

け
、
地
域
に
お
け

る
周
知
・
合
意
形

成
に
取
り
組
む
。

そ
の
上
で
、
助
成

金
を
活
用
し
た
手

術
を
実
施
し
、
そ

の
後
の
適
正
な
餌

や
り
や
ト
イ
レ
の

管
理
等
を
含
め
た

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
失
業

し
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ

た
人
へ
の
支
援
は
。

答　
生
活
困
窮
者
へ
包
括
的

な
支
援
を
行
う
本
市
の
生

活
再
建
支
援
担
当
窓
口
で

は
、
相
談
件
数
が
増
加
し

て
い
る
。昨
年
度
は
、30
・

	

40
代
の
男
性
を
中
心
に
１

３
１
４
件
の
相
談
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
失
業
者
等
に
家

賃
相
当
額
を
支
給
す
る
住

居
確
保
給
付
金
の
相
談
が

６
１
２
件
あ
っ
た
。
今
年

度
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
６

月
に
職
員
を
増
員
し
た
。

な
お
、
失
業
に
よ
る
相
談

に
は
、
職
業
安
定
所
と
連

携
し
て
仕
事
を
探
す
な
ど

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

	

　
ま
た
、
国
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
貸
付
制
度
を
上

限
ま
で
利
用
し
た
生
活
困

窮
世
帯
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
を
７
月
か
ら
支

給
す
る
と
公
表
し
た
た
め
、

申
請
の
あ
っ
た
対
象
者
へ

の
速
や
か
な
支
給
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
令
和
３
年
６
月
30
日
を
も 

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
林
は
や
し
晃こ
う

史じ

氏
（
61
歳
・
西
宮
市
）
を

引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
弁
護
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
近
畿
弁
護
士
連

合
会
理
事
、
兵
庫
県
弁
護
士

会
会
長
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
常
務
理
事
な
ど
を
歴
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
の
公
益
監
察

員
は
２
人
で
、
公
益
監
察
契

約
の
期
間
は
３
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　
質
の
高
い
在
宅
介
護
サ 

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、

知
識
や
技
術
の
向
上
に
加

え
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
以

下
ケ
ア
マ
ネ
）
を
統
括
す

る
主
任
ケ
ア
マ
ネ
の
確
保

と
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

主
任
ケ
ア
マ
ネ
研
修
の
受

講
費
の
助
成
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
は
、
ケ

ア
マ
ネ
を
指
導
、
助
言
、

問　
経
済
的
な
理
由
で
生
理

用
品
を
購
入
で
き
な
い
生

理
の
貧
困
が
大
き
な
関
心

を
集
め
て
い
る
。
本
市
の

取
り
組
み
状
況
と
、
学
校

の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
に
つ

い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
、
４
月
か

ら
生
理
用
品
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
し
て
「
き

ん
も
く
せ
い
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
」
を
開
始
し

た
。
同
事
業
は
、
単

に
生
理
用
品
を
配
布

す
る
だ
け
で
な
く
、

必
要
な
相
談
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
学

援
助
す
る
ほ
か
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現

す
る
た
め
の
情
報
収
集
や

発
信
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
や
職
種
間
の
調
整
を

行
う
役
割
が
あ
る
。
平
成

30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に

お
い
て
、
事
業
所
の
管
理

者
は
主
任
ケ
ア
マ
ネ
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た

が
、
要
件
を
満
た
さ
な
い

事
業
者
が
４
割
ほ
ど
あ
る

状
況
だ
。

	

　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
の
資
格

は
、
５
年
の
実
務
経
験
が

あ
る
ケ
ア
マ
ネ
が
研
修
を

受
講
す
れ
ば
得
ら
れ
る
た

め
、
本
市
と
し
て
は
受
講

費
の
助
成
な
ど
を
早
急
に

検
討
す
る
考
え
だ
。

交
付
件
数
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
職
員
を
増
員
す

る
と
と
も
に
交
付
窓
口
を

増
設
し
た
ほ
か
、
土
曜
の

交
付
や
、
24
時
間
対
応
の

予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
促
進

　
　
　
　
　
日
曜
や
夜
間
の
対
応
も
検
討

地域みんなで取り組む
明石まちねこプロジェクト
モデル地域の選定へ

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮

相
談
件
数
が
増
加

30
・
40
代
男
性
が
中
心

育
成
が
急
務

主
任
ケ
ア
マ
ネ

　
受
講
費
の
助
成
を

生理の貧困に対する支援
きんもくせいプロジェクト

次年度以降も継続

ど
も
行
っ
て
き
た
。

	

　
し
か
し
、
４
月
末
の
同

事
業
終
了
前
に
駆
け
込
み

で
の
申
請
が
急
増
し
た
こ

と
か
ら
、
交
付
処
理
件
数

を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、

７
月
中
に
は
市
民
課
と
市

民
セ
ン
タ
ー
に
処
理
専
用

端
末
を
増
設
し
て
い
く
考

え
だ
。
今
後
は
、
日
曜
や

夜
間
の
時
間
帯
の
交
付
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
窓

口
の
開
設
時
間
の
調
整
を

行
っ
て
い
く
。

市民課のマイナンバーカード交付窓口

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

見
守
り
活
動
な
ど
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
現
在
は
、

モ
デ
ル
地
域
の
選
定
に
向

け
て
、
自
治
会
へ
の
説
明

や
、
地
域
で
猫
を
世
話
し

て
い
る
人
に
協
力
を
求
め

る
働
き
か
け
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

猫の殺処分ゼロを目指す

公
益
監
察
員

選
任
に
同
意 市の生活再建支援担当窓口でも配布

校
や
あ
か
し
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
ユ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
ほ
か
、
５
月
か
ら
は

こ
ど
も
食
堂
で
も
配
布
し
、

２
カ
月
で
延
べ
３
０
９
人

に
配
布
し
た
。
同
事
業
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降

も
継
続
す
る
考
え
だ
。

	

　
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
設

置
は
、
衛
生
面
を
含
め
た

管
理
上
の
課
題
が
あ
る
こ

と
や
、
相
談
支
援
に
つ
な

げ
る
と
い
う
事
業
本
来
の

趣
旨
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

い
つ
も
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　市
議
会
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
つ
も
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　市
議
会
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
　時
　
８
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　
⑴
１
〜
３
年
生
の
部
　
10
時
〜（
１
時
間
程
度
）

　
　
　
　
　
⑵
４
〜
６
年
生
の
部
　
13
時
〜（
１
時
間
程
度
）

内
　
　容
　
⑴
ク
イ
ズ
、
議
会
棟
の
探
検
ほ
か

　
　
　
　
　
⑵
模
擬
本
会
議
を
体
験
、
議
会
棟
の
探
検
ほ
か

会
　
　場
　
市
役
所
議
会
棟

対
　
　象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
　員
　各
部
９
組
　
原
則
１
組
２
人

　
　
　
　
　
応
募
多
数
時
は
抽
選
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
８
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
議

会
局
総
務
課
へ

〈
メ
ー
ル
〉①
児
童
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
年
②
保
護
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）③
電
話
番
号
（
日
中
に

連
絡
の
と
れ
る
番
号
）
の
記
入
、
件
名
は
「
夏

休
み
親
子
で
議
会
体
験
ツ
ア
ー
」

〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉
申
込
様
式
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

参
加
の
可
否
　
８
月
13
日
㈮
ま
で
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

議
会
局
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
９
１
１‐

２
６
０
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
１
８‐

５
１
１
２

メ
ー
ル
：gikai@

city.akashi.lg.jp 

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

　
よ
っ
て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小学生

夏
休
み
親
子
で
議
会
体
験
ツ
ア
ー

夏
休
み
親
子
で
議
会
体
験
ツ
ア
ー

　
年
４
回
の
議
会
開
催
を
お
知
ら
せ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
か
ら
募
集
し

ま
し
た
。
23
人
の
応
募
が
あ
り
、
全
議
員
で
選
考
し
、

優
秀
賞
４
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
議
会　
岡お
か
田だ　
舞ま
い
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
立
明
石
城
西
高
校
）

　
９
月
議
会　
正し
ょ
う
な
か中　
日ひ

び々

輝き

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
立
明
石
西
高
校
）

　
12
月
議
会　
吉よ
し
母も　
実み

鈴す
ず
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
立
明
石
南
高
校
）

　
３
月
議
会　
吉よ
し
田だ　
汐し
お
里り

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
立
明
石
高
校
）

　
作
品
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定

議
会
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定



2021年（令和３年）７月25日　　（6）第253号 あ か し 市 議 会 だ よ り

　５月14日に開かれた本会議で、議長・副議長の選挙を行い、議長に榎本和夫議員、
副議長に国出拓志議員が選任されました。議会の代表である２人に、新型コロナウイ
ルス感染症に関する施策や市民へのメッセージなどを聞きました。

撮影場所　林崎・松江海岸

国出　拓志国出　拓志（64）（64） （65）（65）

ひろひろ ししくにくに でで

副議長副議長 公明党　在職４期
監査委員、文教厚生常任
委員長、建設企業常任委
員長など歴任

新議長・副議長に聞く新議長・副議長に聞く

副
議
長
に
聞
く

コ
ロ
ナ
条
例

　
変
異
株
に
よ
る
感
染
が
拡

大
し
、
い
つ
誰
が
感
染
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

感
染
し
た
方
な
ど
へ
の
誹
謗

中
傷
が
起
き
て
い
る
現
実
に

胸
を
痛
め
て
い
ま
す
。
本
市

は
、
差
別
な
ど
を
禁
止
す
る

条
例
を
３
月
に
制
定
し
て
い

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

正
し
い
情
報
の
も
と
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
議
会
の
取
り
組
み

　
令
和
４
年
の
秋
に
迫
っ
て

き
た
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
兵
庫
大
会
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
に

開
催
さ
れ
る
国
民
的
行
事
で

す
。
市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
へ
の
啓
発
と
大
会
の

機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

明
石
市
議
会
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
推
進
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
議

論
を
行
う
た
め
、
市
に
対
し

て
（
仮
称
）
明
石
市
財
政
健

全
化
推
進
協
議
会
の
設
置
を

要
請
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
同
様
に
、

新
庁
舎
建
設
や
第
６
次
長
期

総
合
計
画
策
定
な
ど
、
市
政

の
重
要
課
題
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

榎本　和夫榎本　和夫
えのもとえのもと かずかず おお

議　長議　長

議
長
に
聞
く

新
型
コ
ロ
ナ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
ご

家
族
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
感
染
拡
大
防
止

の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
必

要
な
支
援
を
的
確
に
行
え
る

よ
う
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
地

域
経
済
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
ま
す
。
商
工
業

者
を
は
じ
め
各
分
野
の
特
色

に
合
っ
た
支
援
策
を
市
に
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
を
見
据
え
、

市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
工
場
の
緑
地
面
積
率

の
緩
和
に
関
す
る
議
論
や
、

老
朽
化
が
進
む
水
道
管
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
更
新
を
計
画
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
、

皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
、
ご

負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、

元
気
な
明
石
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自民党 真誠会　在職３期
副議長、監査委員、議会
運営委員長、生活文化常
任委員長など歴任

ひ
ぼ
う



（7）　　2021年（令和３年）７月25日 第253号あ か し 市 議 会 だ よ り

　平成30年９月議会の本会議中継から、演壇での発言については、演壇横に並んだ手話通訳者の映像をご覧いただいていましたが、２回目以降
の自席での発言には対応できていませんでした。
　令和３年９月議会からは、手話通訳画像をワイプ画面に組み込み、全ての発言が手話付きでご覧いただけるようになります。

今年度の議会の活動を紹介します今年度の議会の活動を紹介します
　明石市を住みよいまちにしていくためには、道路などを整備したり、医療、福祉、教育といっ
た公的サービスの充実を図る必要があります。そのためには、財源の問題や実施体制、ルー
ルづくりなど、さまざまな課題を解決していかなければなりません。
　市議会では、そのための方策について話し合い、市民の願いの実現に努めていきます。

　明石市を住みよいまちにしていくためには、道路などを整備したり、医療、福祉、教育といっ
た公的サービスの充実を図る必要があります。そのためには、財源の問題や実施体制、ルー
ルづくりなど、さまざまな課題を解決していかなければなりません。
　市議会では、そのための方策について話し合い、市民の願いの実現に努めていきます。

市議会の取り組み 　市議会では、今、明石市が抱える「特に重要な課題」の調査・研究や市長等の取
り組み状況のチェックなどを行っています。

第６次長期総合計画（あかしＳＤＧｓ推進計画）特別委員会 明石市議会豊かな海づくり大会推進委員会
総合計画とは

本会議中継に手話通訳画像を組み込みます

開始時期 令和３年第２回定例会９月議会から（予定）

　総合計画は、これからの明石市のまちづくりの目標を定めるものです。
市民と共有する将来ビジョンを示しており、市政を総合的、計画的に運
営していくための最上位計画です。明石市自治基本条例において策定を
義務付けており、市議会の議決が必要です。コロナ禍により策定が 1 年
遅れましたが、現在、2030年の本市のあるべき姿を「SDGs未来安心
都市・明石～いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで～」と
する第６次長期総合計画の策定を進めています。

委員会の設置目的
　令和４年秋に、本市をメイン会場として行われる全国豊かな海
づくり大会兵庫大会に向けて、大会への市民の理解と参加の輪を
広げ、市全体で大会を盛り上げる機運を醸成するための取り組み
について検討します。

市議会としての取り組み
　大会に向けての必要な準備等について、市に提言するとともに、
豊かな海づくりのための取り組みを検討します。今後は、大会開
催に向け、市および市議会として、それぞれ何ができるか協議を
進め、10月末から11月頃までに市への提言書をまとめる予定です。

大会の概要
名　　称：第41回全国豊かな海づくり大会兵庫大会～御食国ひょうご～
開催場所：式典行事は明石市民会館
　　　　　海上歓迎・放流行事は明石港ベランダ護岸
行事内容：①式典行事（表彰、メッセージの発表、大会決議など）

②海上歓迎・放流行事（漁船による航行、稚魚等の放流）
③歓迎レセプション
④関連行事（兵庫県産農林水産物の販売など、県内各
地の特色を生かした行事を展開）

市議会としての取り組み
　明石市議会の議決すべき事項等に関する条例において、総合計画の策
定、変更または廃止を議決事項と定めています。市政の重要な案件とし
て、総合計画を素案の段階から十分に議論し、二元代表制の一翼として、
責任を持って策定を進めていきます。

開かれた市議会を目指し、会議等の内容を伝えるための取り組み

　手話通訳をワイプ画面で常時、ご覧いただけるようになります。

市議会ホームページを全面リニューアルします
実施時期 令和３年９月（予定）

主な内容 ①スマートフォンやタブレットなどのモバイル端末に対応し、より
見やすく、使いやすいページにリニューアルします。
②掲載内容を整理し、知りたい情報に素早くアクセスできるように
します。

市議会だより点字版を
発行しています

　令和３年３月議会号（251号）から
点字版を発行しています。

詳細は８面をご覧ください。
詳細は令和３年12月議会号（255号）でお知らせします。 現在のホームページ

「 市 」ワクチン接種業務に全庁挙げて取り組んでいるため、今年度も
計画の策定が３～６カ月程度遅れる見込みである。
「委員」市の施策の根幹となる重要な計画であるため、できる部分から
着実に進めてほしい。SDGsの達成と長期総合計画の関係性が分かりに
くい、明石市のあるべき姿を設定した上で、それを達成する手段として
SDGsを取り入れるべきではないか。計画策定が遅れることについては、
了承し難い。

特別委員会の審査概要（６月）
「（仮称）明石市財政健全化推進協議会」
　　　　　　　　　　設置の要請をしています
　社会経済状況が厳しさを増す中、多様化・複雑化する行政課題
に対応しながら市政運営に取り組む必要があり、特に財政運営に
ついては、コロナ後を見据えた中長期的な視点で考える必要があ
ります。次世代に負担を先送りしない持続可能な財政構造の構築
を目指して、市と市議会が直面する課題を共有し、対等の立場で
議論していくために、市に対して協議会の設置を求めています。

みけつくに

　総合計画の策定に向け、集中して議論を行うため、令和２年３月に「あ
かしSDGs推進計画特別委員会」を設置しました。特別委員会では、市
議会や市民、事業者などの多様な意見を総合計画に反映していけるよう、
調査・研究を行うとともに、しっかりと議論を行い審査します。
　３年５月から長期総合計画を審査する特別委員会であることをより分
かりやすく市民へお知らせするため、「第６次長期総合計画（あかし
SDGs 推進計画）特別委員会」に名称を変更しました。

特別委員会の設置目的



2021年（令和３年）７月25日　　（8）第253号 あ か し 市 議 会 だ よ り

議案第48号	 令和３年度明石市一般会計補正予算（第１号）

議案第49号	 監査委員選任につき同意を求めること（尾倉議員）
〃 第50号	 監査委員選任につき同意を求めること（三好議員）	

議員提出議案第２号	 特別委員会の名称変更のこと

議案第51号	 明石市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
制定のこと		

〃 第52号	 明石市債権の管理に関する条例及び明石市後期高齢者医療
に関する条例の一部を改正する条例制定のこと

〃 第53号	 明石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定のこと
〃 第54号	 明石市営住宅条例の一部を改正する条例制定のこと
〃 第55号	 令和３年度明石市一般会計補正予算（第２号）		
〃 第56号	 令和３年度明石市一般会計補正予算（第３号）		
〃 第57号	 明石クリーンセンター焼却施設プラント設備保全工事請負

契約のこと
〃 第58号	 明石クリーンセンター破砕選別施設プラント設備保全工事

請負契約のこと
〃 第59号	 明石市立沢池小学校給食室増築ほか（建築）工事請負契約

のこと
〃 第60号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと

議案第61号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第62号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第63号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第64号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第65号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第66号	 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
〃 第67号	 調停の成立のこと
〃 第68号	 令和３年度明石市一般会計補正予算（第４号）
〃 第69号	 公益監察員選任につき同意を求めること

議員提出議案第３号	 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度を堅持するため
の2022年度政府予算に係る意見書提出のこと

請願受理第１号	 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度を堅持するため
の2022年度政府予算に係る意見書採択の請願

　 〃 　第２号	 幼小中学校給食の無添加を目指す請願

議案の概要については市議会のホームページもしくは市役所１階の
行政情報センターで閲覧できます。

第１回定例会
４・５・６月議会 議 案 の 賛 否 一 覧

〔表示例〕 ○……賛成　×……反対　除……除斥※　棄……棄権　欠……欠席
※除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案等と一定の利害関係を有する議員は、

その審議および採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第 117 条）

議　案

自民党　真誠会 公　明　党 明石かがやきネット 日本共産党 維新の会 スマイル会 志社会 フォーラム
明石 大路会 未来明石 かけはし 
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４月
議会 議案第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議　案

自民党　真誠会 公　明　党 明石かがやきネット 日本共産党 維新の会 スマイル会 フォーラム
明石 大路会 未来明石 かけはし 
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５
月
議
会

議案第49号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 原案同意
議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 原案同意
議員提出議案第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 原案可決

６
月
議
会

議案第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第51号～同第54号
同第57号～同第68号 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第56号 修正案 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × × × ○ × 修正可決修正部分を 
除く原案 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議員提出議案第３号 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願受理第１号、同第２号 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

※議長は議案の採決には加わりません。
　（４月議会：千住議員、５・６月議会：榎本議員）
※筒泉議員は５月14日付で辞職しました。
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（
ホ
） 本会議は明石ケーブルテレビ717chで生中継されます。

９月議会の予定 ※日程は変更する
　場合があります。

９月
  ７日（火） 10:00 本会議（議案上程・提案説明）
14日（火） 〃 本会議（質疑・一般質問）
15日（水） 〃 本会議（質疑・一般質問）
16日（木） 〃 本会議（質疑・一般質問）
17日（金） 〃 文教厚生常任委員会
21日（火） 〃 建設企業常任委員会
22日（水） 〃 総務常任委員会
24日（金） 〃 生活文化常任委員会
27日（月） 〃 第6次長期総合計画（あかしSDGs推進計画）特別委員会
29日（水）15：00 本会議(委員会審査報告・議案採決)
30日（木）10：00 決算審査特別委員会
　  〃 　 午後  特別委員会決算審査分科会
10月
  1日（金）10：00 決算審査総務分科会
  4日（月） 〃 決算審査文教厚生分科会
  5日（火） 〃 決算審査生活文化分科会
  6日（水） 〃 決算審査建設企業分科会
12日（火） 〃 決算審査特別委員会
13日（水)15：00 本会議（委員会審査報告・議案採決）

令和３年第２回定例会

あかし市議会だより
点字版・音声版をご利用ください
視覚に障害のある人や活字を読むことが困難な人のため、
あかし市議会だよりの点字版および音声版を発行しています。

点字版
　以下の場所で閲覧することができます。
議会図書室（市役所議会棟３階）
行政情報センター（市役所本庁舎１階）
明石市社会福祉協議会（総合福祉センター）
あかし市民図書館
西部図書館

問い合わせ先
　議会局総務課（市役所議会棟３階）
　TEL：911-2600　FAX：918-5112
　メール：gikai@city.akashi.lg.jp

音声版
CDの貸し出しをしていま
す。ご希望の方は、下記ま
でお問い合わせください。

４月議会

５月議会

６月議会


